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内容

第１回 　6月　1日
ごみの歴史と処理方法の変遷
－高度成長で一変したごみとその処理－

ごみは社会とともに変化します。江戸時代，明治時代と，リサイクルが当たり前
の社会が続きました。しかし高度経済成長を境に大量生産・大量消費・大量廃
棄社会となり，ごみは一変しました。焼却，埋立，資源化について，どのように
対応してきたか，どんな問題があるかを紹介します。

第２回 6月　8日
ごみ有料化の目的と効果
－人を動かすにはお金が一番－

ごみ収集を有料化する自治体が増えてきましたが，有料化する際には住民の
反対が大きく，自治体は説明に追われます。しかし有料化の歴史は20年以上
であり，有料化には明確な目的があるのです。多くの反対はそれを理解しない
ためであること，有料化に伴って自治体がなすべきことについて紹介します。

第３回 　6月　15日
産業廃棄物は一般廃棄物よりあぶないのか
－実はあいまいな分類，家庭にもある危ないも
の－

「産業廃棄物は，一般廃棄物より危ない」でしょうか。実は，同じものが一廃廃
棄物になったり産業廃棄物になったりして，その境目はあいまいであり，場合
によって変わることもあるのです。同じものを別々に処理するという不合理さも
あります。さらに，家庭にある塗料や農薬も有害ですが，それらがきちんと集め
られていないとの問題も紹介します。

第４回 6月　22日
危なさ（リスク）と基準の関係
－東日本大震災のがれき受け入れを中心にー

東日本大震災で発生した放射能で汚染されたがれきを，他都道府県で処理す
るさいには，激しい反対がおきました。ごみ処理にも見られるこの問題は，「危
なさ」の理解が行政と市民で大きく異なることから生じています。リスクとは何
か，基準とは何か，震災の際に起きた激しい議論を例として，考え方を説明し
ます。

第５回 　6月　29日
住民とのリスクコミュニケーション
－旭川市最終処分場におけるとりくみ－

ごみ処理施設の建設・運営には，住民とのリスクコミュニケーションがたいへん
重要です。しかし施設が受け入れられるために施設や環境モニタリングが過剰
となる場合が，多く見られます。いくつかの事例を示し，旭川市最終処分場にお
ける15年にわたるとりくみをし紹介します。

第６回 7月　6日
環境にやさしいリサイクル・ごみ処理とは
－モノの流れやエネルギーではかる－

リサイクルすること，ごみからエネルギーを回収することに，反対する人はそん
なにいないでしょう。でも，どうしていいか説明できますか。もし発電をしてもつ
くった電気以上を運転に使っていたら，回収したものが半分以上ごみになって
いたら，どうでしょうか。リサイクルのよさはどのように考えればよいかを考えま
す。

ごみ問題は多岐にわたり，処理やリサイクルにはさまざまな方法がある。しかし最も重要なことは，なぜそのシステムとするかの根拠を明確
にし，住民に説明し，理解を得ることであり，それには科学的な根拠が必要となる。有料化やごみの分類，環境影響の心配など，住民の関心
が高いテーマについて，考え方を説明する。

　ごみ処理・リサイクルの見方・考え方


